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第
１
回
村
議
会
定
例
会
は
２
月
29
日
か
ら
３
月
11
日
ま

で
の
12
日
間
、
役
場
本
会
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
五
枚
橋
久
夫
村
長
は
「
対
話
し
な
が
ら
皆
さ
ま

の
協
働
参
画
を
促
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
村
民

の
皆
さ
ま
と
共
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
所
信
を
述
べ
、

村
づ
く
り
全
般
に
わ
た
る
基
本
的
な
考
え
と
主
な
施
策
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
村
長
の
所
信
表
明
演

述
の
主
な
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。（
２
～
５
㌻
）

◆
農
業
振
興

⃝

農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進

し
、
農
地
利
用
の
効
率
化
を
図

る

⃝

農
業
を
担
う
人
材
育
成
と
確

保
を
図
り
、
担
い
手
を
支
援
す

る
⃝

基
盤
整
備
の
推
進
と
農
家
負

担
の
軽
減
を
図

る

⃝

経
営
所
得
安

定
対
策
制
度
を

活
用
し
な
が
ら

需
要
に
応
じ
た

米
づ
く
り
を
推

進
す
る

⃝

農
業
者
の
所

得
確
保
の
た

め
、
水
田
の
単

収
向
上
を
目
指
し
た
管
理
指
導

に
努
め
る

⃝

主
力
品
目
で
あ
る
「
ト
マ
ト
・

ピ
ー
マ
ン
・
人
参
・
ね
ぎ
」
を

中
心
と
し
た
野
菜
な
ど
の
園
芸

を
振
興
す
る

⃝

優
良
産
地
化
と
魅
力
あ
る
安

定
し
た
農
業
経
営
を
確
立
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

⃝

リ
ン
ド
ウ
の
新
植
支
援
を
推

進
し
な
が
ら
花
卉
振
興
を
図
る

⃝

省
力
化
機
械
の
導
入
や
後
継

者
の
育
成
を
支
援
し
、
葉
た
ば

こ
の
振
興
を
図
る

⃝

鳥
獣
被
害
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
図
る

⃝

村
営
戸
田
牧
野
は
、
飼
養
管

理
の
徹
底
を
図
り
適
切
な
運
営

に
努
め
る

❶
村
づ
く
り
の
基
盤
を
支
え
る

　
魅
力
あ
る
産
業
の
創
出

所信表明を述べる五枚橋久夫村長

農業を志す担い手を支援します

◆
林
業
振
興

⃝

森
林
所
有
者
の
管
理
に
係
る

負
担
軽
減
を
図
り
、
木
炭
生
産

者
と
森
林
の
環
境
保
全
を
支
援

す
る

⃝

村
単
独
事
業
の
林
業
基
盤
整

備
事
業
を
有
効
活
用
し
、
林
道

利
用
者
の
利
便
性
を
図
り
、
林

道
の
適
切
な
管
理
に
努
め
る

◆
商
工
業
の
振
興

⃝

高
校
生
の
通
学
バ
ス
助
成
事

業
や
個
人
向
け
の
給
付
金
な
ど

に
は
、
九
戸
村
共
通
商
品
券
を

活
用
す
る

⃝

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

の
た
め
、
商
工
会
の
活
動
を
継

続
支
援
す
る

水田の単収向上を目指し
所得確保に努めます
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◆
子
育
て
支
援

⃝

乳
幼
児
健
診
と
５
歳
児
健
診

を
行
い
、
幼
児
と
保
護
者
を
支

援
す
る

⃝

健
診
補
助
や
出
産
に
係
る
経

費
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
さ
わ

や
か
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
祝

い
金
の
交
付
や
医
療
費
助
成
事

業
を
実
施
す
る

⃝

村
独
自
の
大
幅
な
保
育
料
軽

❷
楽
し
く
子
ど
も
を
育
て

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

政実・くのへＦＭを継続し、村の魅力を配信

減
を
継
続
し
、
子
育
て
家
庭

に
対
し
て
多
様
な
支
援
を
す

る

⃝

高
校
生
ま
で
拡
大
し
て
い

る
医
療
費
助
成
を
継
続
す
る

◆
保
健
医
療
の
充
実

⃝

小
児
予
防
接
種
を
全
額
補

助
で
、
対
象
者
全
員
が
接
種

で
き
る
よ
う
に
進
め
る

⃝

５
年
計
画
の
高
齢
者
肺
炎

医療費助成は引き続き高校生まで拡大

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
全
高

齢
者
が
接
種
で
き
る
よ
う
に
、

半
額
程
度
の
補
助
を
進
め
る

⃝

各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
を
目
指
し
、
住
民
が
受
診
し

や
す
い
体
制
を
整
え
る

⃝

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診
を

実
施
し
、
高
齢
者
の
骨
折
予
防

に
努
め
る

⃝

医
師
に
よ
る
悩
み
事
相
談
、

保
健
師
の
出
前
相
談
、
お
し
ゃ

べ
り
サ
ロ
ン
「
ひ
だ
ま
り
」
な

◆
企
業
誘
致

⃝

立
地
条
件
の
優
位
性
と
立

地
企
業
へ
の
支
援
制
度
を
Ｐ

Ｒ
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
企

業
誘
致
へ
向
け
努
力
す
る

◆
観
光
振
興

⃝

道
の
駅
「
お
り
つ
め
」
オ

ド
デ
館
を
核
に
、
受
け
入
れ

態
勢
の
整
備
や
情
報
発
信
の

充
実
強
化
を
図
る

⃝

自
然
環
境
を
生
か
し
た
観

光
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
し
、
誘

介護予防教室を継続し
高齢者福祉の充実を図ります

ど
の
予
防
活
動
を
継
続
す
る

⃝

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利

用
を
勧
め
、
受
診
率
の
向
上
に

努
め
て
健
康
で
明
る
く
元
気
な

村
づ
く
り
を
目
指
す

◆
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

⃝
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
エ
ー
ル
」
の
活
動
支
援
、
自
立

支
援
給
付
費
や
高
齢
者
・
障
が

い
者
に
優
し
い
住
ま
い
づ
く
り

事
業
な
ど
で
、
引
き
続
き
障
が

い
者
の
生
活
を
支
援
す
る

◆
高
齢
者
福
祉
の
充
実

⃝

好
評
の
介
護
予
防
教
室
を
は

じ
め
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事

業
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
な
ど
を
実
施
す
る

⃝

高
齢
者
な
ど
の
低
所
得
者
世

帯
を
対
象
に
、
冬
期
間
に
お
け

る
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
の
生
活
支
援
と
、
福
祉
の
増

進
活
動
を
継
続
す
る

◆
地
域
福
祉
の
充
実

⃝

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
、

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
集
会
、
子

育
て
サ
ロ
ン
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

移
送
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る

広報くのへ◦2016（Ｈ28）４月

客
活
動
を
進
め
る

⃝

「
政
実
・
く
の
へ
Ｆ
Ｍ
」
を

継
続
実
施
し
、
観
光
振
興
と
地

域
振
興
に
つ
な
げ
、
村
の
魅
力

を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
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◆
ご
み
の
減
量
化

⃝

「
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
」
の
３
Ｒ
運
動
に

取
り
組
む

⃝

古
着
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
、
ご
み
の
減
量
化
に
努
め

る

⃝

生
ご
み
電
動
処
理
機
と
コ
ン

ポ
ス
ト
へ
の
助
成
制
度
を
継
続

し
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化

に
努
め
る

◆
学
校
教
育
の
充
実

⃝
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
計
画

→
実
行
→
評
価
→
改
善
を
順
番

に
実
施
す
る
）
の
学
校
経
営
を

一
層
推
進
す
る
よ
う
支
援
す
る

⃝

学
校
運
営
は
子
ど
も
た
ち
の

望
ま
し
い
教
育
環
境
の
在
り
方

に
つ
い
て
考
え
、
中
・
長
期
的

な
見
通
し
を
持
ち
、
慎
重
・
迅

速
に
検
討
す
る

⃝

授
業
と
連
動
す
る
家
庭
学
習

の
質
的
向
上
に
取
り
組
む

⃝

音
楽
、
体
育
、
外
国
語
で
実

施
し
て
い
る
ナ
イ
ン
ズ
学
習
は
、

拡
大
・
充
実
さ
せ
る
方
向
で
検

討
す
る
⃝

特
別
支
援
学
級
の
設
置
や
特

別
支
援
員
の
増
員
、
言
語
障
害

児
学
級
通
級
者
へ
の
通
学
支
援

を
充
実
さ
せ
、
適
切
な
教
育
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む

◆
社
会
教
育
と
生
涯
学
習
の
充

実
⃝

メ
デ
ィ
ア
と
の
上
手
な
付
き

合
い
方
の
実
践
を
積
み
重
ね
る

と
同
時
に
、
各
実
践
区
の
歴
史

と
特
色
あ
る
活
動
を
支
援
す
る

⃝

土
曜
学
習
の
場
で
あ
る
九
曜

塾
で
は
、
郷
土
に
誇
り
と
愛
着

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

取
り
組
む

◆
文
化
芸
術
の
振
興

⃝

営
々
と
引
き
継
が
れ
て
き
た

文
化
性
・
芸
術
性
の
価
値
を
村

民
で
共
有
し
、
そ
の
保
存
と
継

承
活
動
を
支
援
す
る

◆
教
育
環
境
設
備
の
充
実

⃝

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
、
実
物
投

影
機
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

を
計
画
的
に
環
境
整
備
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用

し
た
）
教
育
の
充
実
を
目
指
す

◆
伊
保
内
高
等
学
校
の
存
続

⃝

村
地
域
子
ど
も
読
書
会
な
ど
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
魅
力
あ

る
高
校
づ
く
り
を
支
援
す
る

⃝

平
成
29
年
度
入
学
生
か
ら
１

学
級
案
が
示
さ
れ
た
が
、
小
規

模
校
の
教
育
の
質
を
確
保
す
る

よ
う
に
県
教
育
委
員
会
へ
強
く

要
望
し
て
い
く

◆
国
際
交
流
事
業

⃝

平
成
27
年
度
か
ら
新
た
な
訪

問
地
と
し
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

へ
中
学
生
を
派
遣
し
交
流
を
深

め
た
。
平
成
28
年
度
も
国
際
理

解
の
啓
発
と
、
多
文
化
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む

❹
美
し
い
自
然
を
い
つ
ま
で
も

　
誇
れ
る
環
境
の
保
全◆

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理

⃝

整
備
し
た
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
ラ

ン
ド
や
農
村
公
園
、
水
芭
蕉
公

園
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら

も
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る

❸
心
豊
か
な
村
民
を
育
む

　
教
育
・
文
化
の
充
実

◆
希
望
郷
い
わ
て
国
体
と
ス

ポ
ー
ツ
振
興

⃝

10
月
２
日
、
ナ
イ
ン
ズ
球
場

で
希
望
郷
い
わ
て
国
体
・
軟
式

野
球
競
技
会
が
開
催
さ
れ
る

⃝

ナ
イ
ン
ズ
球
場
を
含
め
た
駐

車
場
や
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
、

施
設
・
設
備
の
修
繕
・
改
善
に

努
め
て
お
り
、
国
体
開
催
に
向

け
万
全
を
期
す

⃝

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
村
民
一
人
一

つ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
」
も
と
に
、

健
康
・
体
力
づ
く
り
を
奨
励
す

る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
各
種
大
会
を
支
援
す
る

ナインズ学習は拡大・充実させるよう検討

郷土に誇りと愛着を持つ子どもの育成に取り組む

古着の回収ボックスを設置し、
ごみの減量化に努めます

ナインズ球場を含めた施設・設備の修繕に努め、国体開催へ万全を期します
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◆
人
・
生
活
・
経
済
を
結
ぶ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
交
通
網
の
整
備

⃝

３
路
線
の
村
道
改
良
舗
装
工

事
と
、
２
カ
所
の
法
面
工
事
を

実
施
す
る

⃝

橋
梁
の
修
繕
工
事
を
継
続
実

施
し
、
住
民
と
協
働
し
な
が
ら

村
道
の
維
持
管
理
に
努
め
る

◆
住
宅
整
備
の
推
進

⃝

平
成
28
年
度
は
４
棟
の
若
者

定
住
促
進
住
宅
を
整
備
す
る

◆
上
下
水
道

⃝

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境

の
普
及
促
進
に
努
め
る

⃝

水
道
施
設
の
耐
用
年
数
を
把

握
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
衛
生

的
な
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き

る
よ
う
に
努
め
る

⃝

上
水
道
の
整
備
が
難
し
い
地

域
で
の
飲
料
水
確
保
対
策
の
た

め
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
補
助

金
限
度
額
の
引
き
上
げ
を
行
う

⃝

補
助
金
交
付
対
象
に
井
戸
用

ポ
ン
プ
更
新
工
事
を
追
加
し
、

水
道
未
普
及
地
域
の
飲
料
水
確

保
に
努
め
る

◆
交
通
安
全
対
策

⃝

交
通
死
亡
事
故
防
止
や
、
飲

酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
す
る

◆
防
犯
対
策

⃝

本
年
２
月
に
は
暴
力
団
排
除

の
た
め
、
二
戸
警
察
署
と
協
定

を
締
結
し
た

⃝

今
後
も
安
心
・
安
全
な
村
づ

く
り
に
一
層
努
力
す
る

◆
消
防
防
災

⃝

機
能
別
団
員
制
度
を
導
入
し

37
名
を
任
命
し
た

⃝

３
カ
年
計
画
の
防
災
行
政
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
は
２
年
目
の
工

◆
協
働
の
村
づ
く
り
を
推
進

⃝

地
域
社
会
に
お
け
る
課
題
を

解
決
す
る
、
協
働
の
仕
組
み
づ

く
り
を
支
援
す
る

⃝

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

充
実
と
、
地
域
活
性
化
へ
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

⃝

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成

員
と
し
て
、
お
互
い
に
そ
の
人

権
を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
意
識
づ
く
り
や
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
む

◆
行
財
政
改
革
の
推
進

❺
ゆ
と
り
を
持
っ
て
生
活
で
き
る

　
快
適
で
安
全
な
村

❻
み
ん
な
で
つ
く
る

　
協
働
の
村

事
と
な
る

⃝

小
型
動
力
ポ
ン
プ
２
台
の
更

新
、
簡
易
無
線
の
導
入
を
計
画

し
、
消
防
施
設
・
機
械
器
具
の

整
備
、
充
実
を
進
め
る

◆
情
報
化
の
推
進

⃝

光
回
線
を
有
効
活
用
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創
出
の
環
境

整
備
に
努
め
、
地
域
活
性
化
を

目
指
す

◆
消
費
者
対
策
の
充
実

⃝

村
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
具
体
的
な
情
報
提
供
を
行

う

⃝

村
民
皆
さ
ま
が
安
心
・
安
全

に
暮
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
消
費
者
行
政
に
取

り
組
ん
で
い
く

⃝

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
、
継
続
し
て
取

り
組
む

若者定住促進住宅を４棟整備予定

機能別団員制度を導入し、37名を任命

補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
地
域
活
性
化
に
努
め
ま
す

地域活性化に向けたコミュニティ活動を支援します

広報くのへ◦2016（Ｈ28）４月
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◦予算額 　　　　　623,201円（前年度621,098円）

◦村税　　　　　　　　65,967円（　同　   64,591円）

◦借金（村債）残高　721,641円（　同　683,775円）

※数値は一般会計。人口は 6,129 人（平成 28 年２月末現在
住民基本台帳人口）、村債は 28 年度末残高見込みで計算。

0 10 20 30 40 億円

年度
28
27
26
25
24
23
22
21
20
19

38 億 1,960 万円  （対前年度比△1.3％）

38 億 6,820 万円  （同　　  7.7％）

35 億 9,005 万円  （同　　  5.6％）

33 億 9,860 万円（同　  　0.8％）

33 億 7,266 万円（同　  △6.1％）

35 億 9,007 万円（同          4.8％）

34 億 2,545 万円（同          3.0％）

33 億 2,520 万円（同          2.3％）

32 億 5,149 万円（同    △10.3％）

36 億 2,378 万円（同　  　0.1％）

各会計別の予算と伸び率（△はマイナス）
会　計　名 平成27年度 平成28年度 伸び率

一 　 般 　 会 　 計 38億6,820万円 38億1,960万円 △1.3%
　
特
　
別
　
会
　
計
　

国 民 健 康 保 険 8億7,026万円 8億5,353万円 △1.9%
後期高齢者医療 5,462万円 5,447万円 △0.3%
農業集落排水事業 2,910万円 3,388万円 16.4%
下 水 道 事 業 1億3,795万円 1億3,225万円 △4.1%
索 道 事 業 2,520万円 2,248万円 △10.8%
戸 田 財 産 区 687万円 1,214万円 76.7%
伊 保 内 財 産 区 752万円 591万円 △21.4%
江 刺 家 財 産 区 801万円 640万円 △20.1%

水 　 道 　 事 　 業 1億4,036万円 1億4,002万円 △0.2%
合 　 　 計 51億4,809万円 50億8,068万円 △1.3%

一般会計予算の推移

歳入総額

38億
1,960万円

村税
4億431万円
（10.6％） 諸収入6,135万円（1.6％）

使用料及び手数料
6,416万円（1.7％）

その他
2,376万円（0.6％）

地方交付税
19億2,233万円

（50.3％）

村債
5億9,750万円

（15.6％）

県支出金
3億1,341万円

（8.2％）

国庫支出金
3億1,562万円

（8.3％）

地方譲与税
4,987万円（1.3％）

地方消費税交付金
5,968万円（1.6％）

その他761万円（0.2％）

 自主財源

依 存 財 源　（ 85.5 ％ ）

  （14.5％）

※平成20 年、24年、28年度は骨格予算

村民一人当たりの…

前
年
比
１・３
％
減

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
昨
年
度
当
初
予
算
を

４
８
６
０
万
円
（
１・３
％
）
下
回

る
、
38
億
１
９
６
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
に
特
別
会
計

や
水
道
事
業
会
計
を
加
え
た
総
予

算
は
50
億
８
０
６
８
万
円
で
、
昨

年
度
よ
り
６
７
４
１
万
円
、
１
・

３
％
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

交
付
税
が
全
体
の
50
％

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
を

見
る
と
、
地
方
交
付
税
が

19
億
２
２
３
３
万
円
で
全
体
の

50
・
３
％
（
昨
年
度
比
０・１
㌽
減
）

を
占
め
て
ト
ッ
プ
。
次
い
で
村
債
、

村
税
、
国
庫
支
出
金
と
続
き
ま
す
。

　

自
主
財
源
は
、
昨
年
度
を

４
４
４
万
円
（
０・８
％
）
上
回
る

５
億
５
３
５
８
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
村
税
は
２
０
４
万
円
（
０
・

５
％
）
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
は
前
年
度
よ
り

５
３
０
４
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

歳
入

【地方交付税】財政力に応じて国から配分されるお金。
【村債】村が国などから借りるお金。
【自主財源】村が自主的に収入することができる財源。
【依存財源】国や県から定められた額を交付される財源。

用 語 解 説 ・ 歳 入

一
般
会
計

38
億
１
９
６
０
万
円

前
年
度
比
１・３
％
減

28
年
度
当
初
予
算
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歳出総額

38億
1,960万円
【目的別】

総務費
7億7,056万円
（20.2％）

消防費
3億5,038万円
（9.2％）

農林水産業費
3億3,053万円
（8.7％）

民生費
7億3,436万円
（19.2％）

公債費
3億9,344万円
（10.3％）

土木費
6億893万円
（15.9％）

衛生費
1億6,706万円（4.4％）

議会費5,212万円（1.4％）

教育費
3億3,111万円
（8.6％）

予備費　500万円（0.1％）商工費7,611万円（2.0％）

歳出総額

38億
1,960万円

【性質別】

人件費
5億7,447万円

（15.0％）

投資的経費
8億5,213万円

（22.3％）

繰出金
4億127万円
（10.5％）

補助費
4億8,396万円

（12.7％）

その他　 2,058万円（0.5％）

公債費
3億9,344万円

（10.3％）

扶助費
3億7,000万円

（9.7％）物件費
7億2,375万円

（19.0％）

 　義務的経
費（

35.0％
）

その
他

の
経

費（
42

.7％） 

投 資 的 経 費

　（22.3％）

水道事業会計予算の内訳

◆収益的収入・支出（１年間の損益取引）

　・収入…1億4,002万円　・支出…1億4,002万円
◆資本的収入・支出（投下資本の増減に関する取引）

　・収入…1,488万円　 　　・支出…8,121万円
※収入不足の6,633万円は過年度分損益勘定留保資金等
で補てんされます。

総
務
費
が
20
％
で
ト
ッ
プ

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
人

件
費
や
公
債
費
、
扶
助
費
を
合
わ

せ
た
義
務
的
経
費
が
０・６
％
増
の

13
億
３
７
９
１
万
円
。
こ
れ
に
そ

の
他
の
経
費
を
加
え
た
一
般
行
政

経
費
は
29
億
４
６
８
９
万
円
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
１・２
％
減
少
し

ま
し
た
。
投
資
的
経
費
は
前
年
度

よ
り
３
３
４
１
万
円
（
３・
８
％
）

少
な
い
、
８
億
５
２
１
３
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

目
的
別
で
は
、
総
務
費
（
住
民

サ
ー
ビ
ス
や
一
般
事
務
経
費
）
が

７
億
７
０
５
６
万
円
と
な
り
、
全

体
の
20・２
％
で
ト
ッ
プ
。次
い
で
、

民
生
費
（
福
祉
対
策
や
保
育
園
な

ど
の
経
費
）
と
続
き
ま
す
。

　

増
加
率
が
最
も
高
か
っ
た
の
は

商
工
費
（
３
３
８
７
万
円
＝
80
・

２
％
の
増
）
と
な
り
、
続
い
て
土

木
費
（
３
０
５
３
万
円
＝
５・３
％

の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
減
額
率
が
最
も
高
か
っ

た
の
は
総
務
費
で
、
前
年
度
を

９
１
８
０
万
円
（
10
・
６
％
）
下

回
り
ま
し
た
。

歳
出

【公債費】村債（借金）の返済に充てるお金。
【扶助費】生活保護法、児童福祉法、老人福祉法、身体障害
者福祉法、などの法令に基づいて支出する経費。
【物件費】委託料、賃金、旅費、役務費など。
【義務的経費】人件費や扶助費などのように、村の機能を維
持していくために必ず支払わなければならない経費。
【投資的経費】道路の建設などのように、施設が将来に残る
ものに対する経費。

用 語 解 説 ・ 歳 出

主な投資的事業
九戸村工業団地流末処理事業 2,597万円
ごみ焼却施設修繕事業 1,319万円
合併処理浄化槽整備事業補助金交付事業 1,026万円
いわて地域農業マスタープラン実践支援事業 1,824万円
経営体育成支援事業 834万円
東日本大震災農業生産対策事業 7,582万円
農道維持管理事業 659万円
基幹水利施設ストックマネジメント事業 1,313万円
多面的機能直接支払交付金事業 3,343万円
甘茶製造機械更新事業 2,894万円
道路維持補修事業 4,381万円
除雪機械購入事業 2,112万円
村道新設改良事業 2億8,308万円
橋梁長寿命化修繕事業 3,000万円
定住促進住宅建設事業 7,115万円
防災無線デジタル化事業 1億1,850万円
消防団無線更新事業 587万円
水道施設改良事業 2,753万円
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村
小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

が
２
月
13
日
、
村
営
く
の
へ

ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

暖
冬
と
な
っ
た
今
年
、
積
雪

が
何
と
か
確
保
で
き
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
た
本
大
会
に
、
村

内
の
小
中
学
生
51
名
が
出
場
。

選
手
た
ち
は
０・１
秒
で
も
早

く
ゴ
ー
ル
を
目
指
そ
う
と
、

自
分
自
身
に
挑
戦
し
、
果
敢

に
旗
門
を
攻
め
て
い
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
上
位
入
賞
者
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
＝
学
年・

所
属
は
受
賞
時
）

《
男
子
》

◆
小
学
校
１
年　
①
古
舘
明め
い

澄と

（
長
興
寺
）　
②
下
條
道
凜
斗（
江

刺
家
）

◆
同
２
年　
①
福
田
悠
斗
（
戸

田
）　

②
大
畑
龍
斗
（
伊
保
内
）

③
山
地
堺
斗
（
山
根
）

◆
同
３
年　
①
下
條
道
悠ゆ

う

來き（
江

刺
家
）　
②
松
澤
來ら
い

也や
（
伊
保
内
）

③
七
戸
祐
太
（
江
刺
家
）

◆
同
４
年　
①
大
崎
雅ま
さ

嗣つ
ぐ
（
長

興
寺
）　

②
田
澤
優
成
（
山
根
）

③
七
戸
和
人
（
江
刺
家
）

◆
同
５
年　
①
中
野
感
大
（
長

興
寺
）　

②
櫻
庭
貫
之
（
戸
田
）

③
櫻
庭
佳
之
（
同
）

◆
同
６
年　
①
森
太
久
斗
（
伊

保
内
）　

②
川
原
歩
士
（
同
）　

51 名が己に挑戦
攻
め
の
滑
り
を
見
せ
た

道
地
龍
之
介
君
（
江
刺
家
小
６
年
）

③
千
葉
雄
大
（
同
）　

◆
中
学
校　
①
下
川
原
涼
太

（
九
戸
）　
②
小
林
海
斗
（
同
）

《
女
子
》

◆
小
学
校
１
年　
①
坂
本
桜え

凜り
ん
（
長
興
寺
）

◆
同
２
年　
①
古
舘
心み

伽か（
長

興
寺
）

◆
同
３
年　
①
古
舘
愛
佳（
長

興
寺
）　

②
中
野
結ゆ
う

友ゆ

（
同
）

③
橋
山
楓
香
（
戸
田
）

◆
同
４
年　
①
坂
本
星き
ら
り凜
（
長

興
寺
）

◆
同
５
年　
①
櫻
庭
千
鶴
（
戸

田
）　

②
古
舘
幸き
ひ
ろ京
（
長
興
寺
）

③
小
林
楓か
の
ん音
（
戸
田
）

◆
同
６
年　
①
滝
祥さ
ち

佳か

（
伊
保

内
）　

②
山
地
夢
久
（
山
根
）　

③
田
澤
愛え

里り

菜な

（
同
）

◆
中
学
校　
①
森
美
沙
希
（
九

戸
）　

②
山
谷
夏か

音の
ん
（
同
）　

③

古
舘
瞳と
う

花か

（
同
）

大
崎
さ
ん
が
全
国
工
業
高
・
特
別
表
彰

　

大
崎
廉
成
さ
ん
（
雪
屋
出
身
）

が
２
月
、
全
国
工
業
高
校
長
協
会

ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
に
お

い
て
、
生
徒
特
別
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
工
業
系
の
高
校
生
が
資

格
や
検
定
な
ど
、
規
定
以
上
の
取

得
が
必
要
と
な
る
こ
の
特
別
表
彰

は
、県
内
で
も
２
人
の
み
が
受
賞
。

　
大
崎
さ
ん
は
第
１
種
電
気
工
事

士
な
ど
数
多
く
資
格
を
取
得
。
中

で
も
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
は
「
独
学

で
勉
強
し
苦
労
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。「
４
月
か
ら
働
い
て
い

る
東
京
で
も
資
格
を
生
か
し
、
江

刺
家
神
楽
や
九
戸
村
を
全
国
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
熱
い
ま
な

ざ
し
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
・
特
別
表
彰

に
輝
い
た
大
崎
廉
成
さ
ん

幼
保
園
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
更
生
保
護
女
性
の
会
（
石
川
ツ

エ
会
長
）
が
３
月
10
日
、
村
内
幼

保
施
設
周
辺
に
、
交
通
安
全
を
呼

び
掛
け
る
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し

ま
し
た
。
会
員
５
名
が
幼
稚
園
児

や
保
育
園
児
が
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
、
交
差
点
な
ど
に

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
る
旗
を

立
て
ま
し
た
。
旗
を
設
置
し
て
い

る
中
、帰
宅
す
る
園
児
た
ち
に「
車

に
気
を
付
け
て
ね
」
と
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
呼
び
掛
け

て
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
と
旗
を
設
置

す
る
更
生
保
護
女
性
の
会
の
皆
さ
ん

　

宮
澤
ま
さ
子
さ
ん

（
南
田
）
は
県
読
書
推

進
運
動
協
議
会
な
ど
が

主
催
す
る
、
手
づ
く
り

絵
本
・
一
般
の
部
で
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

宮
澤
さ
ん
が
初
め
て
応

募
し
た
作
品
「
ほ
た
る
」

が
見
事
入
賞
。

　

作
品
は
、
宮
澤
さ
ん

が
小
学
時
代
の
体
験
を

絵
本
に
描
い
た
も
の

で
、「
き
れ
い
な
も
の
（
蛍
）
を

み
ん
な
で
見
て
ほ
し
い
」
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
澤
さ
ん
は
「
小
さ
な
幸
せ

を
自
分
も
再
認
識
し
、
読
者
に

も
伝
え
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
込
め
て
制
作
し
た
と
の
こ
と
。

受
賞
後
、「
家
族
の
協
力
が
あ
っ

て
受
賞
で
き
た
」と
笑
顔
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
に
輝
い
た
宮
澤
ま
さ
子
さ
ん

宮澤まさ子さんが優秀賞
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■
検
診
料
…
１
８
０
０
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
70
歳

以
上
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
）
の
人
は
無
料
で
す
。

■
対
象
者
…
40
歳
以
上

　
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

※
勤
務
先
で
同
検
診
が
あ
る
場

合
は
、勤
務
先
で
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

○
胃
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
な

い
人

　

⃝
妊
娠
お
よ
び
現
在
妊
娠
し

　
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

⃝

胃
・
十
二
指
腸
の
切
除
手

　
術
を
し
た
―
な
ど

■
受
診
時
の
注
意

○
検
診
前
日
の
食
事
は
、
午
後

　

９
時
ご
ろ
ま
で
に
済
ま
せ
て

　

く
だ
さ
い
。
お
酒
は
飲
ま
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。

○
検
診
当
日
は
検
診
終
了
ま
で

≪検診日程≫　受付：午前６時～午前８時
月　日 会　　場 対　象　地　区

４月11日（月）

宇堂口地区農村
婦人の家

瀬月内、宇堂口、泥の
木

長興寺多目的集
会施設銀杏会館 長興寺下、大向

４月12日（火）村老人福祉センター
平内、妻の神、戸田上・
下、戸田舘の下、山根

４月13日（水）
江刺家ふるさと
センター 江刺家上・下、道地

村保健センター 荒谷、二ツ家、鹿島

４月14日（木）村保健センター 川向、南田、小倉

４月15日（金）

長興寺多目的集
会施設銀杏会館

長興寺上、五枚橋、荒
田、雪屋

江刺家ふるさと
センター

田代、柿の木、丸木橋、
山屋、細屋

４月17日（日）村保健センター 伊保内上・下、休日希
望者

※検診の混雑を防ぐため、地区毎に検診日を指定して
　います。指定日に都合がつかない場合は、上記のいず
　れかの日程に受診してください。
■問い合わせ
　住民生活課保健衛生班（☎42-2111内線122）

受
け
ま
し
ょ
う  

胃
が
ん
検
診

絶
食
で
す
。
た
ば
こ
は
吸
わ   

な
い
で
く
だ
さ
い
。（
検
査
２

時
間
前
ま
で
は
コ
ッ
プ
１
杯

２
０
０
ml
程
度
の
水
は
飲
ん

で
よ
い
で
す
）

【
課
長
級
】

▽
会
計
管
理
者
兼
税
務
会
計
課
長

（
住
民
生
活
課
長
補
佐
兼
保
健
衛
生

班
長
）
髙
倉
孝
一　
▽
住
民
生
活
課

長
兼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
（
教

育
次
長
）
吉
川
清
一
郎　
▽
農
林
建

設
課
長
兼
水
環
境
班
長
（
農
林
建
設

課
長
）岩
崎
一
弘　
▽
教
育
次
長（
会

計
管
理
者
兼
税
務
会
計
課
長
兼
税

務
徴
収
班
長
）
野
辺
地
実

【
課
長
補
佐
級
】

▽
総
務
企
画
課
長
補
佐
兼
庶
務
財

政
班
長
（
総
務
企
画
課
主
任
）
松

浦
拓
志　
▽
税
務
会
計
課
長
補
佐

兼
税
務
徴
収
班
長
（
教
育
次
長
補

佐
兼
教
育
総
務
班
長
）
玉
川
光
彦

▽
住
民
生
活
課
長
補
佐
兼
国
保
住

民
班
長
（
農
林
建
設
課
長
補
佐
兼

水
環
境
班
長
）
上
村
浩
之　
▽
住

民
生
活
課
長
補
佐
兼
保
健
衛
生
班

長
（
住
民
生
活
課
主
任
）
野
辺
地

利
之　
▽
教
育
次
長
補
佐
兼
教
育

総
務
班
長
（
総
務
企
画
課
長
補
佐

兼
庶
務
財
政
班
長
）
川
原
憲
彦　

▽
伊
保
内
保
育
園
主
任
保
育
士
（
ひ

め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
主
任
保
育
士
）

上
山
恵
子

【
主
任
級
】

▽
総
務
企
画
課
主
任
（
農
林
建
設

課
主
事
）
觸
澤
英
之　
▽
住
民
生

活
課
主
任
（
農
林
建
設
課
主
任
）

柳
平
善
行　
▽
住
民
生
活
課
主
任

（
住
民
生
活
課
主
事
）
和
田
沙
耶
香

▽
農
林
建
設
課
主
任
（
農
林
建
設

課
主
事
）
関
端
祐
介　
▽
農
林
建

設
課
主
任
（
農
林
建
設
課
主
事
）

中
村
智
子　
▽
農
林
建
設
課
主
任

（
農
林
建
設
課
主
事
）
下
高
山
朋
徳

▽
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
主
任
保

育
士
（
伊
保
内
保
育
園
保
育
士
）

小
笠
原
直
子

【
主
事
級
】

▽
税
務
会
計
課
主
事
（
住
民
生
活
課

主
事
補
）
上
宿
智
史　
▽
税
務
会
計

課
主
事
（
税
務
会
計
課
主
事
補
）
山

本
拓
洋　
▽
住
民
生
活
課
主
事
（
税

務
会
計
課
主
事
）
碓
氷
あ
か
ね　
▽

住
民
生
活
課
主
事
（
住
民
生
活
課
主

事
補
）
南
公
太　
▽
農
林
建
設
課
主

事
（
税
務
会
計
課
主
事
）
佐
藤
康
輔

▽
農
林
建
設
課
主
事
（
住
民
生
活
課

主
事
）
野
辺
地
龍
一

【
新
採
用
】

▽
住
民
生
活
課
主
事
補
＝
田
澤
直

樹　
▽
農
林
建
設
課
主
事
補
＝
細

川
猛　
▽
伊
保
内
保
育
園
保
育
士

＝
櫻
場
祐
子

【
再
任
用
】

▽
総
務
企
画
課
＝
古
舘
英
一　
▽

農
林
建
設
課
＝
小
野
寺
正　
▽
教

育
委
員
会
＝
上
村
勝
己　
▽
戸
田

保
育
園
＝
欠
端
哲
代

【
退
職
者
】（
３
月
31
日
付
）

▽
古
舘
英
一
（
住
民
生
活
課
長
兼

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

▽
下

川
原
裕
子
（
住
民
生
活
課
長
補
佐

兼
国
保
住
民
班
長
）

村
職
員
の
人
事
異
動

　
村
職
員
の
人
事
異
動
が
４
月
１
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。（
カ
ッ
コ

内
は
異
動
前
の
職
名
）

平
成
28
年
度

広報くのへ◦2016（Ｈ28）４月
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

躍動感あふれる南中ソーランを演舞

斧を片手に堂々と踊る、七戸和人君（左）
と七戸駿輔君（中）と林竜太郎君（右）

柔らかな旋律に乗せ、美しい歌声
で会場を魅了した「チームＫ」

オドデ塾ふれあい演芸まつりに約 260 名
つなぐ深める地域愛
　第22回オドデ塾ふれあい演芸まつりは３月６日、江刺
家小学校体育館で開かれました。村内外から約260名が集
まり、踊りや歌など17演目を楽しみました。今回新たに
企画されたカラオケ大会には、村内はもとより久慈市や矢
巾町などから九戸村を愛する13名が出演。地元小学生に
よる可愛らしい演技や九戸中学校野球部による迫力ある南
中ソーランなどが披露され、来場者を魅了していました。
江刺家地区の青年たちが『世代間の懸け橋になろう』を合
言葉に、地域活性化に取り組んできたこの企画は、世代間
のつながりを深めるとともに地域愛をさらに強めるまつり
となりました。

県立高校再編計画案の説明会
伊高は29年から１学級減
　新たな県立高等学校再編計画案の説明会が２月10日、
村山村開発センターで行われました。村民65名が集まり、
平成28年度から新たに策定される10年間の計画案につい
て、県教育委員会から説明がありました。計画案によると、
伊保内高等学校は平成29年度から１学級減り、普通科１
学級になると説明。今後予想される、県内高校入学予定者
数や同校生徒数から鑑みると、同校の学級減は避けられな
いとのこと。来場者からは「学級減を延期してほしい」など、
多数の質問・要望が出されました。 樹原さんと高橋さん（左上）の情感溢れる読み聞かせを楽しむ来場者

くのへ朗読会に 110 名
自然といざなわれる本の世界
　くのへ朗読会が２月26日、HOZホールで開かれました。
園児から大人まで110名が訪れ、本の世界に引き込まれる
ひと時を楽しみました。この日は樹原ゆりさんと高橋和久
さんが子ども向けに２話、大人向けに１話朗読しました。
子ども向けの読み聞かせでは、小さな園児たちも朗読され
る本にじっと釘付けでした。声の強弱や表情豊かに読まれ
る本の世界に、参加者は自然と吸い込まれ、その場の情景
がまるで目に浮かぶかのように聞き入っていました。

伊高の存続などについて活発な意見交換が行われました
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九戸中学校の野球部19名が初出演し、

カラオケ出場者、最年長の菖蒲澤福松
さん（78歳）が、予選突破し決勝進出

ねぎ多額生産者の部で優秀賞に輝いた、山下輝雄さん（川向）

農業生産者の集いに 140 名
労苦ねぎらい豊作祈願
　村農業生産者の集いが２月24日、HOZ
ホールで開かれました。村内の農業生産
者など140名が参加し、昨年の収穫を祝
うとともに、今年の豊作を祈願しました。
まず始めに昨年の農業生産において、優
秀な成果を挙げた農業者39名に表彰状
が贈られ、その功績がたたえられました。
　その後、二戸農林振興センターの藤根
貞光氏が中山間地域の活性化事業につい
て制度内容を解説。県北家畜保健衛生所
中央農業改良普及センターの職員７名が、
口蹄疫の疑いのある牛が発見された場合
の対応方法について、演劇で分かりやす
く説明しました。午後には懇親会も行わ
れ、農家の皆さんが互いの労苦をねぎら
い、実り豊かな本年を祈願しました。

海外派遣の研修成果を堂々と発表する、九戸中学校の派遣生５名

５名がアイルランド派遣の成果を報告
貴重体験を堂々と発表
　２月23日、村青少年海外派遣事業報告会はＨＯＺホールで行
われ、九戸中学校の２年生（当時）５名が10月29日～11月９
日まで、アイルランドで研修した成果を発表しました。個別課題
研究の結果について、大崎光

こう

仁
と

君が「日本とアイルランドの気候
の違い」について報告。その後、派遣生５名が研修で得た成果を
インタビュー形式で回答しました。生徒たちは、人とのつながり
の大切さや、コミュニケーションの大切さを学んだことなどを挙
げていました。たくましく大きく成長した派遣生たちは、「貴重体
験を今後の生活に生かしていきたい」と、堂々と発表していました。 楽しみながら調理実習に挑戦する参加者

家族介護教室に 21名
口を清潔に免疫高める
　村家族介護教室は２月17日、村山村開発センターで行われ
ました。村民21名が参加し講義や調理実習にて介護福祉への
理解を深めました。始めに沢藤歯科医院の沢藤太院長が、健康
でいるための口腔ケアについて講演。「要介護者においては口
の中をきれいにしてばい菌の数を減らし、病気になる可能性を
低くすることが大切」と説明し、要介護者の口腔ケア方法につ
いて解説しました。続いて、管理栄養士の松本紀子氏も一緒に
なり、なますや豚肉焼肉風など４品の調理実習を開始。松本氏
は「良くかんで食べることが老化を防ぐ」と話していました。
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いかのおすしを約束

　

平
成
28
年
度
か
ら
自
衛
隊
に

入
隊
が
決
定
し
た
３
名
が
２
月

19
日
、
役
場
村
長
室
を
訪
れ
、

五
枚
橋
久
夫
村
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

　

本
村
か
ら
は
白
岩
和
紀
さ
ん

（
鹿
島
）、
南
裕
太
さ
ん
（
柿
の

木
）、
平
糠
恭
介
さ
ん
（
泥
の

木
）
の
３
名
が
自
衛
隊
に
入
隊
。

五
枚
橋
村
長
は
「
志
を
持
っ
て
、

国
や
地
域
の
た
め
に
、
健
康
に

留
意
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

本
村
３
名
が
自
衛
隊
へ
入
隊

ダンスでいかのおすしを確認する園児たち

３
名
（
右
）
が
自
衛
隊
へ
の

入
隊
を
五
枚
橋
村
長
へ
報
告

　

介
護
予
防
を
目
指
し
た
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
が
２
月
４
日
、

村
山
友
会
の
協
力
を
得
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
16
人
が
参

加
し
、
村
体
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
瀬

月
内
川
沿
い
を
歩
き
、
森
林
公
園

の
上
ま
で
か
ん
じ
き
を
使
っ
て

歩
き
ま
し
た
。
森
林
公
園
の
上
か

ら
は
折
爪
岳
や
傾
城
峠
な
ど
を

見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
澄
み
切
っ

た
空
気
も
お
い
し
く
、
九
戸
の
冬

を
堪
能
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

歩
い
て
九
戸
の
冬
を
満
喫

か
ん
じ
き
を
履
い
て
雪
上

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
参
加
者

◉５月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を募集！！希望
する人は４月12日（火）までに、写真（データも可）
を広報担当（☎42-2111内線168）までお持ちください。

１歳のお誕生日おめでとう☆

　

第
26
回
村
明
る
い
選
挙
啓
発

習
字
コ
ン
ク
ー
ル
が
２
月
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
村
内
小
中
学
生

か
ら
69
点
の
応
募
が
あ
り
、
25

点
が
入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略・

学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
）

◆
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

鈴
木
和の
ど
か（
伊
保
内
小
３
年
）

◆
村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

会
長
賞　
小
沼
玖た
ま

慧え

（
山
根
小

５
年
）

◆
優
秀
賞　
中
澤
悠ゆ

空ら

（
戸
田

小
４
年
）　
櫻
庭
貫
之（
同
５
年
）

大
谷
理
紗
（
山
根
小
６
年
）　
本

堂
歩
（
九
戸
中
３
年
）

◆
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
委
員
長
賞

◆
村
明
る
い
選
挙

　
推
進
協
議
会
会
長
賞

鈴
木
和
さ
ん
の
作
品

小
沼
玖
慧
さ
ん
の
作
品

　

２
月
10
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ

ホ
ー
ル
で
交
通
安
全
・

防
犯
教
室
が
開
か
れ
ま

し
た
。
４
月
に
入
学
す

る
村
内
年
長
園
児
39
名

が
集
ま
り
、
二
戸
警
察

署
員
の
署
員
な
ど
か
ら

教
わ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
園
児
た
ち

は
道
路
の
歩
き
方
や
信

号
機
の
見
方
、
横
断
歩

道
の
渡
り
方
な
ど
を
学
習
。

　

そ
の
後
、
知
ら
な
い
人
に
声

を
掛
け
ら
れ
た
ら
、
つ
い
て

「
い・

か・

な
い
」、「
の・

ら
な
い
」、

「
お・

お
ご
え
を
出
す
」
な
ど
の
防

犯
標
語
「
い・

か・

の・

お・

す・

し・

」
を

学
び
ま
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

近
未
来
警
察
カ
シ
オ
ペ
ア
と
一

緒
に
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
い
か
の

お
す
し
を
守
る
こ
と
を
約
束
し

て
い
ま
し
た
。
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水
音
の
浅
く
響
け
り
猫
柳

披
講
句
に
名
乗
り
明め

い

快め
い

春
き
ざ
す

軽
妙
な
話
術
に
酔
い
し
春
の
寄
席

母
の
み
に
解
る
片
言
暖
か
し

蕗ふ
き

の
と
う
逞
た
く
ま
し
く
育
つ
孫
五
人

櫻
庭　

義
也

幹
雫

し
ず
く
し
た
た
滴
る
音
や
春
の
雨

蕗
の
薹と

う

雄
株
雌
株
も
あ
る
と
云い

う

猫
柳
ネ
ズ
ミ
も
捕
ら
す
惚ほ

う

け
た
り

食
え
る
と
て
食
う
程
で
な
し
土つ

く
し筆
ん
坊

設
定
は
「
弱
」
と
し
て
あ
り
春
炬
燵

田
村　

畦
畔

老
い
て
尚
夢
と
希
望
あ
り
春
炬
燵

猫
柳
膨
ら
む
陽
気
続
く
日
々

蕗
の
薹
採
る
に
は
早
し
そ
っ
と
撫な

で

冬
晴
れ
に
小
雪
ち
ら
つ
く
露
天
風
呂

菅
野　

岑
子

何
事
も
受
け
止
め
暮
ら
す
去
年
今
年

冴さ

え
冴
え
と
空
の
青
さ
よ
寒
に
入
る

友
ふ
え
し
事
を
喜
び
納
句
座

句
の
話
な
ど
し
て
ふ
た
り
冬
の
夜

高
島
ふ
み
女

方
言
の
賑に

ぎ

や
か
な
り
し
春
炬こ
た
つ燵

岸
の
辺
に
渦
巻
く
渕
や
猫
柳

夫つ
ま

の
忌
や
一
献
に
添
え
た
ら
芽
揚
げ

春
隣
り
南
部
よ
し
や
れ
の
張
り
上
げ
て

食
卓
の
小
皿
に
春
を
つ
ま
み
け
り

冬
部　

雪
女

山
笑
ふ
医
師
が
宣

の
た
ま
ふ
異
状
な
し

舘
村　

青
村

深
深
と
白
ら
む
寺
領
や
雪
の
果

う
ら
う
ら
と
流
る
る
川
や
猫
柳

春
雨
や
古こ

刹さ
つ

は
寂せ
き

と
暮
れ
掛
る

万
物
の
照
り
輝
い
て
風
光
る

天
心
に
日
は
さ
ん
さ
ん
と
村
の
ど
か

【
二
月
席
題
詠
よ
り
】

救
急
車
ピ
タ
ッ
と
鳴
り
止
む
凍い

て

夜よ

か
な（
義　

也
）

持
病
の
脛す

ね

痛
み
柔
ら
ぎ
春
兆
す

わ
だ
か
ま
り
い
つ
し
か
薄
れ
春
兆
す　
（
ふ
み
女
）

恋
猫
の
声
ぴ
た
っ
と
止
ま
り
夜
の
深
む

二
歩
三
歩
あ
る
き
初そ

む
児こ

や
春
兆
す　
（
雪　

女
）

日
脚
伸
ぶ
介
護
予
防
の
歩
の
弾
む　
　

春
雨
に
烟け

む

り
し
丘
や
円
通
寺　
　
　
　
（
青　

村
）

一
日
を
う
つ
ら
う
つ
ら
と
春
兆
す

　

栗
谷
川
家
に
生
ま
れ
、
24
歳
で
結
婚
。

大
﨑
家
へ
婿
に
入
り
、
百
姓
を
生
業
に
、

子
ど
も
３
人
を
育
て
た
大
﨑
多
喜
雄
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
田
ん
ぼ
や
た
ば

こ
な
ど
で
稼
い
で
き
て
、
体
が
丈
夫
な
こ

と
が
元
気
の
秘
け
つ
だ
ね
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
歌
う
こ
と
が
好

き
で
、
発
表
会
な
ど
が
あ
れ
ば
踊
り
や
歌

を
見
る
の
も
楽
し
み
だ
よ
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
機
械
が
好
き
で

バ
ッ
ク
ホ
ー
な
ど
を
購
入
し
、
上
手
に
使

い
こ
な
し
た
こ
と
が
幸
せ
だ
っ
た
ね
。

　
㈲
新
成
建
設
で
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
て

い
る
、
山
谷
直
樹
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
釣
り
に
行
く
こ
と
が
好

き
だ
ね
。
３
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
は
年
に
10
回
ぐ

ら
い
、
青
森
県
陸
奥
湾
な
ど
へ
真
鯛
を
釣
り
に

出
掛
け
て
い
る
よ
。

◆
休
み
の
日
は
？　
冬
は
く
の
へ
ス
キ
ー
場
で

年
に
40
回
ぐ
ら
い
、
子
ど
も
と
一
緒
に
ス
キ
ー

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
子
ど
も
が
ス
キ
ー
大

会
で
好
成
績
を
収
め
た
と
き
が
う
れ
し
い
ね
ー
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
海
外
旅
行
を
し
て
、
大
規

模
な
ス
キ
ー
場
で
滑
る
こ
と
が
夢
だ
ね
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
自
分

の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 山谷直樹さん（左）と次男・徠斗君（４歳）
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２
月
29
日
、
村
生
涯
学
習
ア

カ
デ
ミ
ー
・
女
性
教
室
合
同
閉

講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

の
中
で
行
わ
れ
た
卒
業
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
「
村
民
の
歌
」
を

全
員
で
合
唱
。「
今
ま
で
歌
っ
た

こ
と
が
な
い
」
と
い
う
人
も
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。会
食
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
今
年
一
年
の

講
座
を
楽
し
く
振
り
返
り
ま
し

た
。
平
成
28
年
度
も
、
よ
り
多

く
の
皆
さ
ん
の
申
し
込
み
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

27
年
度
の
講
座
が
修
了学

習
の
ま
と
め
を
す
る
受
講
生

　

平
成
27
年
度
最
後
の
九
曜
塾

は
２
月
27
日
、
か
ん
じ
き
を
履

い
て
就つ
く

志し

森も
り
を
登
山
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
11
人
の
塾
生
は
、
爽

や
か
な
青
空
の
下
、
ま
だ
雪
深

い
山
道
を
共
に
励
ま
し
合
い
、

山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
登
り

切
っ
た
達
成
感
と
一
気
に
滑
り

降
り
る
爽
快
感
―
。
九
戸
村
の

豊
か
な
自
然
を
た
っ
ぷ
り
味
わ

い
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
も
九

曜
塾
で
は
自
然
や
人
、
文
化
に

触
れ
る
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

九
曜
塾  

村
の
自
然
を
満
喫 ア

カ
デ
ミ
ー

女
性
教
室

就志森の頂上で、かんじきを履いて記念撮影

スポーツって、楽しいよ。 最高！

講師からテニスボールを使った
トレーニング方法を学ぶ参加者

九戸村スポーツ教室参加者の皆さん＝
３月６日、村体育センターで

2016希望郷いわて国体村民総
参加

宣言

村民1人一つのスポーツを

楽
し
み
な
が
ら
体
の
使
い
方
を
学
ぶ

九
戸
村
ス
ポ
ー

ツ
教
室
は
３
月
６

日
、
国
体
開
催
を

契
機
に
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
村
体

育
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
柔
道

チ
ー
ム
で
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
強
化
コ
ー
チ
な
ど
の
経
歴
を

持
つ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー

ナ
ー
の
髙
橋
一
男
氏
。
参
加
し

た
小
学
生
17
人
は
、
手
と
足
を

別
々
の
リ
ズ
ム
で
動
か
し
た
り
、

大
人
を
障
害
物
に
見
立
て
て
飛

び
跳
ね
た
り
す
る
な
ど
、
遊
び

の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
動
き

を
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
が
上

手
に
な
る
コ
ツ
を
学
び
ま
し
た
。

応援に感謝。国体開催がんばれ
浅水洸佳さん（日女体大２年／
九戸中卒）＝２月21日、岩手
国体冬季大会スキー競技に出場

国体では芸術・文化も発信します
「
く
の
へ
朗
読
会
」
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
＝
２
月
26
日
、

朗
読
会
後
に
樹
原
ゆ
り
さ

ん
（
左
か
ら
５
番
目
）
と

高
橋
和
久
さ
ん
（
同
６
番

目
）
を
囲
ん
で

●国体九戸村ホームページ
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/kokutai/

●国体運営ボランティアの募集
　九戸村の大会運営を支えるボランティアス
タッフの募集を開始します。詳しくは、チラ
シなどでお知らせします。お問い合せは、村
教育委員会事務局(☎42-2111内線304)まで。

４月  スタート

平成28年10月２日（日）
ナインズ球場で軟式野球競技を開催
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のおすすめ図書

　岩手日報に掲載された
柏葉幸子、デビュー40周
年記念作品！
　「日常」と「不思議」
の境目を操る作者が挑ん
だ作品は、忘れることが
できない大津波の傷跡、
そして、人と人の絆。

岬のマヨイガ
柏葉　幸子　著／講談社

幸せに生きるひとりの法則
江原　啓之　著／幻冬舎

啼かない鳥は空に溺れる
唯川　恵　著／幻冬舎

　人は皆一人で生まれ、
一人で死んでいきます。
家族と縁の薄い人や生涯
独身を貫く人だけではあ
りません。今は家族の居
る人も、いつかは一人に
戻る日が来るのです。そ
んな不安を手放す方法が
あるのです。

　

九
戸
中
学
校
で
は

３
月
10
日
、
春
駒
の

会
（
生
徒
会
主
催
）

を
行
い
ま
し
た
。
在

校
生
は
今
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
卒
業
生

43
名
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
よ
う
と
意

見
を
出
し
合
い
、
準

備
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
在
校
生

か
ら
卒
業
生
一
人
一

人
に
感
謝
の
言
葉
と

色
紙
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
か
ら
は
、「
今
ま
で
協

力
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

皆
さ
ん
が
い
て
く
れ
た
の
で
、

こ
こ
ま
で
成
長
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
一
人
一
人
自
分

が
選
ん
だ
道
を
進
み
ま
す
」
と
、

感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
卒
業
生
は
在
校
生
の
、「
今
ま

　

伊
保
内
高
等
学
校
で
は
３
月

１
日
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
25

名
全
員
が
進
路
を
決
め
希
望
を

胸
に
、
輝
く
未
来
へ
羽
ば
た
き

ま
し
た
。
卒
業
生
と
ご
家
族
の

皆
さ
ま
に
、
あ
ら
た
め
て
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

卒
業
生
の
進
路
先
は
左
の
通

り
で
す
。

進
路
指
導
主
事　

菅
原　

靖や
す
し　

平
成
27
年
度  

伊
保
内
高
校
進
路
概
況

感謝伝え合い43名巣立つ

　これは私の人生。これ
は私の結婚。
　母に愛してほしかった
娘。母の愛が重かった娘。
「母と娘」それは、呪縛か
依存か。結婚を機に向き
合う２組の「母と娘」に
幸福な旅立ちは、訪れる
のか？

　鼻をほじったり、貧乏
ゆすりをしたり、ご飯を
ボロボロこぼしたり、子
どもたちがついやってし
まう「クセ」。それには
ちゃんとした「理由」が
あるんです。親子で一緒
に読んで納得してくださ
い。

りゆうがあります
ヨシタケ　シンスケ　作／ＰＨＰ研究所

で
あ
り
が
と
う
！
卒
業
後
も
が

ん
ば
れ
！
私
た
ち
も
頑
張
り
ま

す
」
と
い
う
気
持
ち
に
包
ま
れ

て
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

（
副
校
長　
野
田　
寛
）

感
謝
の
気
持
ち
が
つ
づ
ら
れ
た
色
紙
を

手
に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
う
卒
業
生

◆
民
間
就
職

　
　
　
　
　
管
内　
男
子
６
名

　
　
　
　
　
県
内　
男
子
１
名

　
　
　
　
　
県
外　
男
子
１
名

◆
公
務
員

　
　
　
　
　
県
内　
男
子
１
名

◆
私
立
大
学

　
　
　
　
　
県
外　
女
子
３
名

　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
１
名

◆
公
立
短
期
大
学

　
　
　
　
　
県
外　
女
子
２
名

◆
私
立
短
期
大
学

　
　
　
　
　
県
内　
女
子
１
名

◆
文
部
科
学
省
所
轄
外
大
学
校

　
　
　
　
県
内　
男
子
１
名

◆
専
修
・
各
種
学
校

　
　
　
　
　
県
内　
女
子
４
名

　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
２
名

　
　
　
　
　
県
外　
女
子
１
名

◆
医
療
系
専
門
学
校

　
　
　
　
　
県
内　
女
子
１
名

　

在
校
生
諸
君
に
対
し
て
も
、

笑
顔
で
卒
業
の
日
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
、
さ
ら
な
る
精
進
を
期

待
し
ま
す
。



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

16

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

腸
の
働
き
は
栄
養
素
を
食
べ
物
か
ら

吸
収
し
、
い
ら
な
く
な
っ
た
物
を
便
と

し
て
排
出
す
る
こ
と
で
す
。

　

腸
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
、
大
事
な

栄
養
素
が
吸
収
さ
れ
な
く
な
り
便
秘
と

な
り
、
老
廃
物
が
腸
の
中
で
腐
敗
し
、

毒
素
が
体
の
中
に
吸
収
さ
れ
た
り
し
ま

す
。

　

腸
内
の
環
境
は
腸
内
細
菌
の
善
玉
菌

と
悪
玉
菌
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
決
ま
り
ま

す
。

　

善
玉
菌
を
増
や
す
に
は
次
の
食
品
に

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

⃝

発
酵
食
品
で
あ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
、チ
ー

ズ
、
酢
、
み
そ
、
醤
油
、
キ
ム
チ
、
納

豆
な
ど
を
食
べ
る

⃝

肉
に
偏
ら
ず
、
食
物
繊
維
を
多
く
取

る
。（
お
勧
め
は
切
干
大
根
、
菜
っ
葉
、

納
豆
、
海
藻
、
き
の
こ
、
果
物
）

　

腸
が
元
気
で
あ
れ
ば
、
不
快
な
便
秘

が
治
り
免
疫
力
が
上
が
り
、
風
邪
や
ウ

イ
ル
ス
を
寄
せ
付
け
に
く
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
腸
は
第
２
の
脳
と
い
わ
れ
、
ス

ト
レ
ス
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
や
す
い
器

官
で
す
。
で
す
か
ら
、
散
歩
、
運
動
、

休
養
、
趣
味
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
解
消

す
る
こ
と
で
も
、
腸
内
環
境
を
よ
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
食
事
は
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
る

□
和
食
は
１
日
１
回
以
下

□
魚
よ
り
肉
が
多
い

□
コ
ン
ビ
ニ
・
外
食
が
多
い

□
野
菜
を
食
べ
な
い
と
き
が
あ
る

□
ス
イ
ー
ツ
は
毎
日
欠
か
せ
な
い

□
食
事
は
20
分
以
内
で
済
む

□
最
近
お
な
か
回
り
が
気
に
な
る

□
定
期
的
な
運
動
を
し
て
い
な
い

□
揚
げ
物
や
油
も
の
が
好
き

□
朝
ご
飯
を
食
べ
な
い

□
発
酵
食
品
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

　

３
つ
以
上
チ
ェ
ッ
ク
が
付
い
た
ら
、

腸
内
の
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
腸
内
の
環
境
を
よ
く
す
る

食
品
を
積
極
的
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

（
栄
養
士　
高
見
舘　
ハ
ス
ミ 

）

意
識
し
て
み
よ
う　
「
腸
」
の
働
き

　

村
で
は
、
医
療
費
助
成
を
左
表
の
通

り
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
受
給
者
証
の
交
付
が
あ
る
人

対　
象　
者

就
学
前
の
乳
幼
児

妊
娠
５
月
の
初
日
か
ら
出
産
の

翌
月
末
日
ま
で
の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２

　
級
の
人

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の

　
人

③
障
害
者
基
礎
年
金
１
級
の
人

④
療
育
手
帳
Ａ
の
人

①
配
偶
者
の
な
い
人
で
、
18
歳

　

未
満
の
児
童
を
扶
養
す
る
人

　

お
よ
び
そ
の
扶
養
を
受
け
る

　
18
歳
未
満
の
児
童

②
父
母
の
い
な
い
18
歳
未
満
の

　
児
童

※
18
歳
未
満
児
童
と
は
、
18
歳

　

に
達
す
る
年
度
の
３
月
末
日

　
ま
で
の
人

68
、
69
、
73
、
74
歳
の
人
の
う

ち
窓
口
負
担
が
２
割
で
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し

て
い
な
い
人
（
村
外
医
療
機
関

の
外
来
分
は
対
象
外
）

⃝

転
出
や
死
亡
な
ど
で
資
格
を
失
っ
た

と
き
に
は
、
役
場
に
返
還
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⃝

対
象
者
で
も
、
所
得
制
限
を
超
過
し

て
い
る
人
に
は
受
給
者
証
は
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
役
場
窓
口
に
領
収
書
を
持

参
し
て
申
請
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担

相
当
額
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

◆
受
給
者
証
の
交
付
が
な
い
人

対　
象　
者

小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
児
童
・
生
徒

15
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

４
月
１
日
か
ら
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
人

寡
婦
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
の

初
日
か
ら
70
歳
に
達
す
る
月
の
末

日
ま
で
の
間
に
あ
る
人
（
村
外
医

療
機
関
の
外
来
分
は
対
象
外
）

⃝

領
収
書
を
添
付
し
役
場
窓
口
で
申
請

す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担
相
当
額
が
補

助
さ
れ
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
場
合
に
も
食
事
療
養
標
準

負
担
額
、
保
険
対
象
外
の
医
療
費
に
対

し
て
給
付
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

一人親家庭 区分乳幼児妊産婦重度心身障害者（児）老人（村単）

知
っ
て
い
ま
す
か
？  

医
療
費
助
成
制
度

腸内環境
チェック

区分小中学生高校生など寡　婦
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《
28
年
度
山
火
事
予
防
運
動
統
一
標
語
》

「
誓
い
ま
す
　
森
の
安
全
　
火
の
始
末
」

　
山
火
事
は
春
先
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

特
に
今
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
風

の
強
い
日
が
多
く
、
山
火
事
が
発
生
し

や
す
い
気
象
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

火
入
れ
な
ど
を
行
う
際
に
は
特
に
注

意
し
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

村内の火災・救急（２月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 1 件 ＋ 1 件
救 急 23 件 51 件 － 2 件

３
月
１
日
～
５
月
31
日
ま
で
山
火
事
予
防
運
動

春
の
地
域
安
全
運
動
の
実
施

◆
実
施
期
間

４
月
６
日
～
15
日
ま
で
の
10
日
間

◆
運
動
重
点

⃝

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　
「
還
付
金
が
あ
る
」「
手
続
き
は
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
す
る
」
と
だ
ま
し
て
、
お
金
を
振

り
込
ま
せ
る
還
付
金
詐
欺
が
は
や
っ
て

い
ま
す
。

⇒

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
返
し
ま
す
」
は
詐
欺

⃝

鍵
掛
け
の
励
行

　

泥
棒
は
、
鍵
や
窓
を
壊
す
な
ど
の
手

間
を
嫌
が
り
、
鍵
を
掛
け
て
い
な
い
家

を
探
し
て
い
ま
す
。
油
断
せ
ず
に
、
玄

関
だ
け
で
な
く
窓
や
勝
手
口
に
も
鍵
を

掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
実
施
期
間

　
４
月
６
日
～
15
日
ま
で
の
10
日
間

◆
運
動
重
点

⃝

子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
は
子
ど
も
を
見
か

け
た
と
き
に
は
、
速
度
を
落
と
し
、
安

全
な
間
隔
を
保
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
自
転
車
も
車
の
仲
間
で
す
。交
通
ル
ー

ル
を
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
。

⃝

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
は
、
全
て
の
人
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
る
か
確

認
し
て
か
ら
発
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
に
は
、
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

⃝

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
悪
質

な
犯
罪
で
す
。「
飲
酒

運
転
を
し
な
い
・
さ

せ
な
い
」
を
合
言
葉

に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
周

囲
の
人
た
ち
も
協
力
し
て
飲
酒
運
転
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

４
月
６
日
～
15
日
は
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

村内の交通事故（２月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 － 1 件
物損事故 9 件 19 件 ＋ 1 件
負 傷 者 0 人 0 人 － 1 人
死 亡 者 0 人 0 人 ±0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 0 人 ±0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 508日
（2月29日現在）

◆
届
け
出
が
必
要
な
と
き

⃝

20
歳
に
な
っ
た
と
き

⃝

会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

※
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
が
い
る
と

　
き
は
併
せ
て
届
け
出
を

⃝

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

⃝

住
所
・
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

　

詳
細
は
、
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班

ま
た
は
二
戸
年
金
事
務
所
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

全
て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
次

の
よ
う
な
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で

す
。

　
も
し
、
届
け
出
を
し

な
か
っ
た
場
合
、
将
来
、

年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し

ま
し
ょ
う
。

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
ら
届
け
出
を
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ４月４日㊊ ４月５日㊋ ４月11日㊊
空 き 缶 ４月18日㊊ ４月19日㊋ ４月25日㊊
粗 大 ご み ４月12日㊋ ４月26日㊋
紙・プラ類 ４月14日㊍ ４月20日㊌ ４月28日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
４ ３ 二戸クリニック 25-5770 ４ ３ 国香歯科医院 23-2223
10 すがわら消化器内科 23-2879 10 菅原歯科クリニック 23-1180
17 金田一診療所 27-2205 17 こしみず歯科クリニック 33-4618
24 むらかみ医院いたみのクリニック 48-1500 24 渡辺歯科医院 23-2052
29 よこもり眼科クリニック 22-2230 29 ムカイダ歯科クリニック 46-4636

５ １ 千葉耳鼻咽喉科医院 23-2009 ５ １ 森川歯科医院 23-6361

４月

①職種②就業場所③年齢④基本給
⑤資格など

◎３月15日現在の求人情報から
掲載しています。求人に関するお
問い合わせは、ハローワーク二戸
（☎23-3341）まで。求人情報は役
場ロビーでも配布しています。

求人情報
■有限会社  竹村商事
①ブロイラー出荷作業員（正
社員）②九戸村など③不問④
138,000円⑤普通自動車免許一
種、試用期間14日間
■株式会社  松本鶏園  九戸孵卵
場
①孵化業務作業員（正社員以
外）②九戸村③59歳以下④
129,600円⑤普通自動車免許一
種、試用期間３カ月
■株式会社  南部ファーム
①農場豚飼育管理（正社員以
外）②九戸村③不問④152,320
円～179,200円⑤普通自動車免
許一種、雇用期間：採用日～12
カ月
■岩手県北自動車  株式会社
①バス運転士（正社員）②九
戸村か一戸町③61歳以下④
161,000円～170,400円⑤普通自
動車免許一種（免許取得後３年
以上経過）、試用期間６カ月
■株式会社  十文字チキンカン
パニー  生産部  種鶏孵卵課
①種鶏飼育・採卵孵卵場作業員
（正社員）②九戸村など③59歳
以下④147,200円⑤普通自動車
免許一種

  福祉活動実施団体へ
活動費の一部を助成

　平成29年度予定している村内福
祉団体に活動費を一部助成します。
■対象団体　地域福祉活動団体（福
祉団体、町内会、福祉施設など）
■対象事業　地域での高齢者見守
り活動、子育てサロン、地域福祉
活動、社会福祉が目的の事業など
■募集締切　４月28日㊍
■助成の決定　審査・審議の上、
助成を決定します。
■申し込み・問い合わせ　村総合福
祉センター内・村共同募金委員会、
村社会福祉協議会（☎41-1200）

  高齢者を支援
１人に３万円

　賃金引上げの恩恵が及びにくい
高齢者を支援します。
■支給対象者　平成28年度中に
65歳以上となり、平成27年度の
臨時福祉給付金の対象者（昭和27
年４月１日以前に生まれた人）
■支給額　１人当たり３万円
■申込受付期間　４月20日㊌～６
月30日㊍　※期間厳守
■申し込み　送付された申請書へ
明記の上、下記へ申し込みください。
■問い合わせ　住民生活課地域福
祉班（☎42-2111内線203）

　３月９日に配布した、平成28年度のごみ収集日程表（緑色）に誤りがありました。
小倉、長興寺上・下、大向、五枚橋、荒田、雪屋、田代、柿の木、江刺家上・下、道
地、丸木橋、山屋、細屋区域の粗大ごみは４月28日とあるのは、４月26日㊋の誤り
でした。また、鹿島、伊保内上・下、川向、南田区域で、紙・プラスチック類が５月
19日とあるのは５月18日㊌の誤りでした。お詫びして訂正します。
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

編集後記
◆３月初めにバスケをしてて捻挫
をしてしまいました。２週間は松
葉づえを突いての取材。◆皆さま
からは心配の声を多数いただきま
した。温かい声に背中を押され、
取材をすることができありがとう
ございました。◆人事異動も発表
なり、広報に留任。また、１年よ
ろしくお願いいたします。（下村）

人のうごき
（平成28年3月1日現在）

●人　口　　６，１２９　人  （ー１６）

　　男　　　 ２，９５３　人　  （ー８）

　　女　　　 ３，１７６　人  　（ー８）

●世帯数　　２，１５６世帯　　（ー６）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　６　人  　（１４人）

　 転　 出　　　 １３　人  　（２２人）

　 出　 生　　 　　１　人  　　（６人）

　 死　 亡　　　 １０　人  　（２２人）
（カッコ内は１月からの累計）

地域で取り組む
介護予防を応援

　介護予防に取り組む自治会など
を、村と二戸地区広域行政事務組
合が連携して応援します。
■支援対象活動
●介護予防のための健康、生きが
いづくり活動　
●介護予防のための知識や技術な
どを習得するための講座など　
●介護予防に関する地域住民の意
識の啓発を図るための座談会など
■支援内容
補助対象経費の10分の８以内で上
限を３万円とし、予算の範囲内で
補助
■支援対象者
介護予防活動に取り組む町内会、
自治会など
■助成期間
平成28年４月１日㊎から平成29
年３月31日㊎まで
■申込期限
４月28日㊍まで
■その他
所定の申請書による手続きなどが
必要となりますので、詳細は問い
合わせください。
■申し込み・問い合わせ
村住民生活課保健衛生班（☎42-
2111内線123）、村社会福祉協議
会（☎41-1200）

  精神障害者へ
バスの割引き

　精神障害者保健福祉手帳の交付
を受けている人に対しバス運賃の
割引を開始します。
■割引開始日　
４月１日㊎
■対象者　
精神障害者保健福祉手帳を持って
いる人（本人のみ）※手帳に顔写
真の添付がない場合は割引対象外
■実施バス会社　
・県交通株式会社
・県北自動車株式会社
・ジェイアールバス東北株式会社
（県内事業所）
■適用範囲　
県内の一般路線バス
※県内と他県を結ぶ高速バス、特
急久慈こはく号、106急行バスは
対象外
■割引額　
５割引き
■申し込み・問い合わせ　
県交通株式会社乗合自動車部業務
課（☎019-654-2141）、県北自動
車株式会社乗合事業部（☎019-
641-1212）、ジェイアールバス東
北株式会社盛岡支店（☎019-604-
2211）

お詫びと訂正
　広報くのへ３月号13ページ「友達の
輪」の記事で、「秋にはマツナケ」とあ
るのは「秋にはマツタケ」の誤りでした。
　また、広報くのへお知らせ版
2016.3.16号の村のこよみ欄で、伊保内
小学校の入学式は４月７日、10時から
の誤りでした。お詫びして訂正します。
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ワ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
タ
初
開
催

20

中国で遊ばれている、羽根を蹴るゲームを楽しむ来場者

2020

笑
顔
花
咲
く

　
世
界
交
流
in
九
戸

ロシアのウサギの皮で作られた帽子は「どう、似合ってる？」

　

ワ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
タ

in
九
戸
が
３
月
５
日
、Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
複
数
の
国

が
一
つ
の
会
場
に
集
ま
り
国
際
交

流
で
き
る
企
画
で
、
九
戸
村
で
も

県
北
地
区
で
も
初
開
催
。
会
場
に

　

民
族
衣
装
試
着
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
世
界
各
国
の
民
族
が
着
て

い
る
衣
装
を
試
着
体
験
。
実
際
に

現
地
の
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
来

場
者
は
、
九
戸
村
に
い
て
、
世
界

旅
行
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し

た
。

　

会
場
に
は
試
食
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
。
世
界
の
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
、

中
国
の
餃
子
も
振
る
舞
わ
れ
、
現

地
の
味
を
食
し
な
が
ら
、
各
国
の

食
文
化
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
本
村
の
一
つ
の
会

場
で
世
界
各
国
の
風
土
や
文
化
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
異
文
化
交

流
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。（
学
校

名
と
学
年
は
開
催
当
時
の
も
の
）

モンゴルの生活習慣を学びました

中国と韓国の民族衣装を着て、現地の文化を楽しむ
黒澤萌さん（伊保内小４年・写真左）と落安美嘉さん（同・右）

は
世
界
９
カ
国
の
出
身
者
が
集
ま

り
、
参
加
者
は
現
地
の
風
習
を
直

接
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
海
外

派
遣
事
業
に
参
加
し
た
、
県
北
地

域
の
中
・
高
校
生
35
名
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
交
流
し
な
が
ら

議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　

派
遣
生
は
海
外
派
遣
の
体
験
を

生
か
し
て
、
地
元
の
国
際
化
や
地

域
活
性
化
の
た
め
に
ど
う
し
た
ら

良
い
か
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
他
の
学
校
の
派
遣
生
た

ち
と
討
議
し
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

各
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
た
意
見
を

堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

外
国
紹
介
ブ
ー
ス
で
は
、
世
界

各
国
か
ら
集
ま
っ
た
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

韓
国
、
タ
イ
、
中
国
、
ペ
ル
ー
、

モ
ン
ゴ
ル
、
ロ
シ
ア
の
出
身
者
と

交
流
し
、
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
現
地
の
文

化
や
風
習
が
分
か
る
小
物
や
写
真

を
見
て
、
交
流
し
な
が
ら
異
国
文

化
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

海外経験を生かし意見発表する九戸中の派遣生

20


